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●
時
代
の
潮
流

　
「
農
山
村
へ
向
か
う
若
者
た
ち｣

　

農
山
村
の
人
口
減
少
が
言
わ
れ
て
久
し
く
、

小
規
模
集
落
「
限
界
化
」
論
に
続
い
て
、
最
近

は
「
消
滅
自
治
体｣

論
ま
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
「
地
方
の
再
生｣

が
国
政
の
重
要

課
題
と
し
て
扱
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

過
疎
対
策
の
「
モ
ノ
か
ら
ヒ
ト
へ
」
の
転
換

の
一
環
と
し
て
、
総
務
省
で
は
２
０
０
９
年
か

ら
都
市
部
か
ら
過
疎
地
域
へ
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員｣

を
派
遣
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
数
は
全
国
で
１
０
０
０
人
以
上
に
上
り
、

各
地
で
地
域
活
性
化
や
定
住
促
進
に
効
果
を
上

げ
、
さ
ら
に
増
え
る
勢
い
で
す
。

　

特
に
３
・
11
震
災
後
は
、
20—

 

30
代
の
若
者

層
に
「
田
園
回
帰
」
傾
向
が
顕
著
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
彼
ら
は
農
山
村
に
何
を
求
め
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
未
だ
分
明
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
21
世
紀
の
日
本
人
の
暮
ら
し
方

を
探
る
ヒ
ン
ト
が
そ
こ
に
在
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

●
「
里
山
起
業
ニ
ー
ズ｣

の
増
加

　

協
力
隊
員
の
多
く
は
３
年
間
の
任
期
で
現
地

に
住
み
込
み
ま
す
が
、
大
き
く
３
つ
の
課
題
に

直
面
し
ま
す
。
①
入
口
問
題
：
集
落
住
民
や
担

当
職
員
と
の
価
値
観
や
目
的
の
擦
り
合
せ
、
②

成
果
問
題
：
任
期
中
に
成
果
を
出
せ
る
か
（
何

を
も
っ
て
成
果
と
す
る
の
か
）、
③
出
口
問
題
：

任
期
後
に
地
域
に
定
住
す
る
か
（
住
居
や
収
入

が
得
ら
れ
る
か
）
で
す
。
全
国
的
に
隊
員
数
が

急
増
し
、
任
期
満
了
の
隊
員
が
次
々
と
出
る
中

で
、
出
口
問
題
と
し
て
地
元
雇
用
と
な
ら
ん
で

農
山
村
で
の
「
起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
大

き
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
「
森
と
人
を
つ
な

ぐ
人
」
の
育
成
を
使
命
に
、
林
業
再
生
、
山
村

づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
、
木
造
建
築
の
４
講
座

制
の
も
と
、
多
く
が
社
会
人
経
験
者
で
あ
る
ク

リ
エ
ー
タ
ー
科
の
学
生
に
「
現
地
現
物
主
義
」

の
実
践
教
育
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
の

進
路
問
題
も
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

同
型
と
い
え
ま
す
。

　

山
村
づ
く
り
講
座
で
は
、
従
来
か
ら
「
山
村

の
生
活
技
術
50
」
リ
ス
ト
に
基
づ
い
た
生
活

実
習
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
演
習
」

等
を
専
修
教
育
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
「
古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
や
「
里

山
景
観
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
」
等
、
地
域
と
連
携

し
た
事
業
構
築
の
た
め
の
人
材
育
成
講
座
も
開

始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
、
起
業
家
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）
育
成
の

実
践
教
育
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。●

里
山
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
は

　
「
里
山
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー｣

と
は
、
里
山

整
備
、
生
活
文
化
、
環
境
教
育
、
も
の
づ
く
り
、

古
民
家
改
修
等
、
森
林
の
多
面
的
機
能
活
用
メ

ニ
ュ
ー
の
事
業
立
ち
上
げ
支
援
を
「
空
き
家｣

を
借
り
て
実
践
教
育
拠
点
と
し
て
運
営
す
る
こ

と
で
、
社
会
起
業
家
を
輩
出
す
る
孵
卵
器
（
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
）
と
し
よ
う
と
い
う
構
想
で

す
。

　

映
像
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
い
え
ば
テ
レ
ビ
の
人

気
番
組
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
村
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
中
身
は
全
く
違
い
ま
す
。
過
疎
地

の
代
表
的
な
未
利
用
資
源
と
い
え
る
「
空
き
家
・

遊
休
農
地
・
放
置
林｣

を
セ
ッ
ト
で
活
用
し
な

が
ら
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を
軸
と
し
て
、
地

域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
都
市
部
の
大
学
生
・
起
業
志
向
の

社
会
人
等
が
「
里
山
起
業｣

の
社
会
実
験
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
す

る
拠
点
で
す
。

●
「
教
え
な
い
教
育｣

が
起
業
家
を

　
育
む

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、「
場
の
運
営
と

支
援
の
あ
り
方｣

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
こ
の
分
野
の
研
究
と
教
育
が
専
門
の
愛

知
学
院
大
学
の
鵜
飼
宏
成
教
授
に
よ
れ
ば
、
起

業
家
育
成
の
教
育
に
は
、
経
営
知
識
の
吸
収
や

実
践
経
験
の
前
に
、
起
業
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
感
覚
は
、
兆
候
を

読
み
取
る
「
感
得
力
」、
問
題
を
発
見
し
自
ら

立
て
る
「
発
想
力
」
な
ど
の
訓
練
に
よ
り
習
得

可
能
で
す
。「
起
業
者
が
自
ら
自
主
的
に
掘
り

下
げ
、
学
ん
で
い
く
姿
勢
」
を
支
え
る
た
め
に
、

支
援
者
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
起
業

者
の
目
標
設
定
を
明
確
に
し
た
上
で
「
文
脈
の

中
で
関
係
性
を
探
る
方
法
」
や
「
新
し
い
関
係

性
を
生
み
出
す
方
法
」
に
よ
っ
て
気
づ
き
促
す
、

い
わ
ば
非
定
型
な
「
教
え
な
い
教
育
」
を
基
本

姿
勢
と
し
ま
す
。

　

実
は
、「
教
え
な
い
教
育｣

の
あ
り
方
は
、

自
然
の
中
で
「
里
山
文
化｣

を
伝
承
し
て
き
た

先
人
の
や
り
方
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
身
体
的
・

直
感
的
な
技
術
習
得
や
現
場
対
応
力
の
鍛
え
方

は
「
起
業
家
育
成
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
と
て
も

役
立
つ
の
で
す
。

　

先
人
の
知
恵
を
活
か
し
、
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
「
里
山
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
」
の
事
業

モ
デ
ル
を
、
岐
阜
か
ら
全
国
へ
広
め
ま
せ
ん
か
。
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